
〔
要
旨
〕
昭
和
四
十
八
年
に
発
掘
さ
れ
「
誈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
」
と
い
っ
た

句
が
含
ま
れ
る
木
簡
は
、
近
江
大
津
宮
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、

訓
点
の
起
源
、
句
の
形
の
訓
点
形
式
、「
誈
」
の
字
体
、「
動
詞
終
止
形
＋

ヤ
モ
」
の
形
か
ら
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ya
の
用

字
に
用
い
ら
れ
た
「
移
」
は
、
出
土
周
辺
遺
跡
の
特
徴
か
ら
渡
来
系
集
団

に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
定
す
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕�

北
大
津
音
義
木
簡　
　

漢
文
訓
読　

『
日
本
霊
異
記
』

訓
釈　
　

万
葉
仮
名

は
じ
め
に

　

北
大
津
遺
跡
は
、
滋
賀
県
大
津
市
皇
子
が
丘
二
丁
目
に
あ
る
。
こ
の
遺

北
大
津
遺
跡
出
土
木
簡
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

跡
か
ら
昭
和
四
十
八
年
国
鉄
湖
西
線
開
設
に
先
立
っ
て
西
大
津
駅
（
現
Ｊ

Ｒ
大
津
京
駅
）
建
設
工
事
が
行
わ
れ
た
際
、
須
恵
器
・
土
師
器
と
と
も
に

五
片
に
割
れ
た
木
簡
が
一
点
だ
け
出
土
・
発
掘
さ
れ
た（
1
）。
当
該
木
簡

は
、「
誈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
」
と
い
っ
た
句
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
木
簡
は
、

出
土
遺
物
と
共
に
近
江
大
津
宮
時
代
（
六
六
七
～
六
七
二
）
の
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
北
大
津
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
の
正
式
な
報
告
書
は
作

成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
報
告
書
に
準
じ
る
「
滋
賀
文
化
財
だ
よ
り
№�

111
」（
2
） 

が
あ
る
。
そ
れ
に
は
北
大
津
遺
跡
出
土
の
須
恵
器
を
中
心
に
書
か

れ
て
お
り
、
中
西
常
雄
氏
は
「
北
大
津
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
年

代
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
七
世
紀
中
葉
～
後
半
代
を
中
心
に
一
部
は
、

八
世
紀
に
及
ぶ
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
し

か
し
、
当
該
木
簡
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
遺

跡
の
須
恵
器
に
奈
良
時
代
の
も
の
が
含
ま
れ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
木
簡
の

成
立
年
代
は
、
こ
う
し
た
面
か
ら
は
決
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
考
古
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学
的
な
面
で
は
な
く
国
語
学
的
な
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
本
稿
で
は
、
訓
点
の
起
源
、
句
の
形
の
訓
点
形
式
、「
誈
」
の
字
体
、

「
動
詞
終
止
形
＋
ヤ
モ
」
の
形
か
ら
木
簡
の
成
立
年
代
は
、
近
江
大
津
宮

時
代
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
従
来
「
音
義
木
簡
」
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、「
訓
釈
木
簡
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
。

一
、
訓
点
の
起
源
に
つ
い
て

　

飛
鳥
資
料
館
開
館
三
十
五
年
・
秋
期
特
別
展
示
「
木
簡
黎
明  ―

 

飛
鳥

に
集
う
い
に
し
え
の
文
字
た
ち
」（
3
） 

に
際
し
て
、
当
該
木
簡
の
新
た
な
釈

読
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
木
簡
の
訓
釈
か
ら
音
注
（
反

切
）
形
式
の
も
の
は
な
く
な
り
、「
誈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
」
を
除
い
て
、
名

詞
ま
た
は
、
動
詞
の
終
止
形
を
示
す
も
の
ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

当
該
木
簡
は
「
音
義
木
簡
」
で
は
な
く
「
訓
釈
木
簡
」
と
い
う
べ
き
も
の

と
考
え
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
木
簡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
中

で
、「
誈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
」
は
、
文
脈
に
沿
っ
た
語
句
の
訓
み
を
記
載
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
漢
文
が
渡
来
し
た
時
期
は
、
明
確
で
は
な
い
。

『
日
本
書
紀
』（
4
） 

巻
十
・
應
神
天
皇
の
条
に
「
十
六
年
春
二
月
、
王
仁
來

之
。
則
太
子
菟
道
稚
郎
子
師
之
。
習
諸
典
籍
於
王
仁
。
莫
不
通
逹
。
所
謂

王
仁
者
、
是
書
首
等
之
始
祖
也
。」
と
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
中
国
か

ら
公
に
典
籍
漢
文
の
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
大
体
五
世
紀
初

頭
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

　

漢
文
の
字
面
に
副
い
つ
つ
、
国
語
文
と
し
て
訓
み
下
し
て
い
く
訓
み
方

（
漢
文
訓
読
）
が
始
め
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
築
島
裕
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

漢
文
訓
讀
そ
の
も
の
が
始
め
ら
れ
た
時
期
は
、
訓
點
記
入
が
開
始

さ
れ
た
時
期
と
は
區
別
し
て
考
へ
る
べ
き
で
あ
る
。
漢
文
訓
讀
自
體

は
、
少
く
と
も
八
世
紀
奈
良
時
代
に
は
既
に
存
在
し
て
ゐ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

更
に
、
訓
点
記
入
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、

從
來
か
ら
種
々
の
學
説
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
現
在
ま
で
に
古
訓
點

が
記
入
さ
れ
た
文
獻
で
、
年
代
の
確
認
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
言

ひ
得
る
こ
と
は
、
奈
良
時
代
八
世
紀
以
降
に
始
め
ら
れ
、
漢
文
の
欄

外
や
行
間
な
ど
に
、
句
切
點
、
返
點
、
更
に
萬
葉
假
名
を
使
用
し
て
、

字
音
や
和
訓
を
記
入
し
た
と
い
ふ
事
實
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の
學

界
で
通
說
と
し
て
最
も
廣
く
行
は
れ
て
ゐ
る
説
で
あ
る
。
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右
の
文
章
は
、『
訓
點
語
彙
集
成　

總
論
・
載
録
文
獻
一
覧
』（
汲
古
書

院
・
平
成
二
十
一
年
十
月
）
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
木
簡

が
近
江
大
津
宮
時
代
の
も
の
と
す
る
と
、
こ
の
通
説
よ
り
飛
び
ぬ
け
て
早

い
例
と
な
る
。

二
、
句
の
形
の
訓
点
（
訓
釈
）
の
初
出
例
に
つ
い
て

　

当
該
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
中
で
「
誈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
」
は
、

文
脈
に
沿
っ
た
語
句
の
訓
み
を
記
載
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の

例
で
知
ら
れ
る
最
初
の
例
は
、
興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
』
の
訓
釈
で
あ

る
。
こ
の
書
は
、
奥
書
に
延
喜
四
年
の
書
写
と
あ
り
、「
字
母
・
字
体
・

仮
名
遣
の
面
か
ら
み
る
と
、
延
喜
以
降
を
く
だ
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
、
そ

の
ま
ま
平
安
初
期
の
国
語
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。」（
5
） 

と
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
遠
藤
嘉
基
氏
『
日
本
霊
異
記
訓
釈
攷
』（
和
泉
書

院
・
昭
和
五
十
七
年
）
は
、
こ
の
訓
釈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

訓
釈
が
、
あ
げ
ら
れ
た
漢
字
そ
の
も
の
だ
け
に
施
さ
れ
た
の
で
な

く
、
興
福
寺
本
の
上
巻
に
限
っ
て
み
て
も
（
以
下
、
特
に
こ
と
わ
ら

ね
限
り
興
福
寺
本
）、

　

御　
乎
佐
米
太
万
比
之　

燭　
止
毛
之
比
乎　

粉　
久
大
支

の
よ
う
に
、
助
詞
や
助
動
詞
を
伴
っ
た
り
、
動
詞
の
連
用
形
で
と
め

た
り
す
る
、
つ
ま
り
、
文
の
中
の
一
部
分
を
取
あ
げ
た
形
式
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

更
に
、訓

釈
に
は
、（
ａ
）
語
注
形
式
の
も
の
と
、（
ｂ
）
文
脈
に
即
し
た
訓

と
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
活
用
形
の
表
記
の
う

え
に
、
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、（
ｂ
）
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
が
完
全
形
を
示
し
て
い
て
、
そ
れ
に
従
っ

て
訓
読
を
し
た
場
合
、
語
法
的
に
少
し
も
差
支
え
な
い
ば
か
り
か
、

か
え
っ
て
、
当
時
の
訓
読
の
姿
に
か
な
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
訓
釈
に
よ
っ
て
訓
読
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
ａ
）
で
は
、
活
用
す
る
も
の
の
場
合
、
終

止
形
で
示
さ
れ
る
。

　

当
該
木
簡
に
お
い
て
も
、「
誈
阿
佐
ム
加
ム
移
母
」
は
助
動
詞
と
助
詞
を

伴
っ
た
文
脈
に
即
し
た
訓
釈
で
あ
り
、
動
詞
の
終
止
形
は
、
語
注
形
式
の

訓
釈
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』（
6
） 

に
も
文
脈
に
即
し
た
訓
釈
「
秀
・

比
伊
天
多
利
」
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
著
者
の
善
珠
は
七
三
三
年
生
れ
七

三
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九
七
年
没
で
あ
り
、
こ
の
著
作
も
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
の
極
初

期
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

三
、「
誈
」
の
字
体
の
つ
い
て

　

「
誈
」
は
「
誣
」
の
異
体
字
で
あ
る
が
、
こ
の
字
体
が
い
つ
頃
現
わ
れ

る
か
を
調
査
し
て
み
る
。�

［
付
表
１
参
照
］

　

古
代
朝
鮮
資
料
は
、『
古
代
朝
鮮
・
日
本
金
石
文
資
料
集
成
』（
斎
藤
忠

編
著
・
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
五
十
八
年
）・『
朝
鮮
金
石
攷
』（
葛
城
末
治

著
・
大
阪
屋
號
書
店
・
昭
和
十
年
）
で
調
べ
た
が
該
当
の
字
体
は
な
か
っ

た
。

　

中
国
資
料
に
つ
い
て
は
、『
干
禄
字
書
』（
7
）・『
五
経
文
字
』（
8
）・『
唐
写

本
王
仁
昫
刊
謬
補
缼
切
韻
』（
9
）・『
大
廣
益
會
玉
篇
』（
10
） 

に
は
該
当
の
字

体
は
な
く
、
更
に
、
俗
字
資
料
で
あ
る
『
唐
宋
俗
字
譜
』（
11
） 

や
『
宋
元
以

来
俗
字
譜
』（
12
） 

に
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
初
出
は
、『
龍
龕
手
鑑
』（
13
） 
に

俗
字
と
し
て
見
え
る
。
こ
の
字
書
は
九
九
七
年
の
成
立
で
あ
る
。

　

日
本
の
資
料
は
、
大
矢
透
氏
の
『
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革
資
料
』

（
勉
誠
社
・
昭
和
四
十
四
年
）
に
は
見
え
な
い
が
、
中
国
資
料
よ
り
早
く

寛
平
四
年
（
八
九
二
）
～
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
成
立
の
『
新
撰
字�

鏡
』（
14
） 

に
初
出
し
、
そ
の
後
、
院
政
期
成
立
の
『
類
聚
名
義
抄
』（
15
）（
観

智
院
本
）
に
俗
字
と
し
て
見
ら
れ
る
。（
た
だ
し
、
図
書
寮
本（
16
）・
高
山

寺
本（
17
） 

の
両
本
に
は
該
当
の
字
体
は
な
か
っ
た
）
ま
た
、『
色
葉
字
類
抄　

三
巻
本
』（
18
） 

に
は
見
え
る
。

　

音
義
資
料
に
つ
い
て
は
、『
新
譯
華
嚴
經
音
義
私
記
』（
19
）（
奈
良
時
代
末

期
書
写
）
や
『
大
般
若
經
音
義
中
巻
』（
20
） 

に
は
該
当
の
字
体
は
見
え
な
い
。

『
金
光
明
最
勝
王
經
音
義
』（
21
） 

に
も
該
当
の
字
体
は
な
か
っ
た
。『
一
切
經

音
義
』（
22
）（
一
一
二
八
年
書
写
）
や
『
大
般
若
經
字
抄
』（
23
）（
一
一
六
四
年

書
写
）
に
は
、
該
当
の
字
体
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
典
関
係
で
は
『
金

光
明
最
勝
王
經
（
西
大
寺
蔵
）』（
24
） 

を
調
査
し
た
が
、
こ
の
字
体
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
誈
」
の
字
体
の
初
出
は
、『
新
撰
字
鏡
』
で
あ
り
、

そ
の
成
立
年
か
ら
考
え
て
「
誈
」
の
字
体
は
平
安
時
代
以
降
の
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
文
法
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、「
ア
サ
ム
ク
」
を
反
語
形
も
し
く
は
疑
問
形
に
す
る
場
合
、

上
代
に
お
い
て
は
文
末
に
あ
る
時
は
、
活
用
語
の
已
然
形
に
助
詞
「
ヤ

四
〇
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モ
」
が
接
続
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

　

『
万
葉
集
』（
25
） 

に
お
い
て
文
末
に
助
詞
「
ヤ
モ
」
が
接
続
す
る
用
例
は

九
十
九
例
で
あ
る
。

大
夫
毛　

如
此
戀
家
流
乎　

幼
婦
之　

戀
情
尓　

比た
ぐ
ひ
あ
ら
め
や
も

有
目
八
方

�

〈
巻
四
・
五
八
二
〉

右
の
用
例
の
よ
う
に
活
用
語
の
已
然
形
（
全
て
の
用
例
は
助
動
詞
「
む
」

の
已
然
形
に
接
続
し
て
「
め
や
も
」
の
形
で
あ
る
）
に
接
続
し
て
い
る
用

例
は
九
十
八
％
（
九
十
七
例
）
で
あ
る
。
一
方
、
活
用
語
の
終
止
形
（
全

て
の
用
例
は
助
動
詞
「
ず
」
の
終
止
形
に
接
続
し
て
「
ず
や
も
」
の
形
で

あ
る
）
に
接
続
し
て
い
る
用
例
は
次
の
二
％
（
二
例
）
で
あ
る
。

旦
今
日
〻
　〻
　

吾
待
君
者　
　

石
水
之　

貝
尓
一
云
谷
尓　

交
而　
　

有あ
り
と
い
は
ず
や
も

登
不
レ
言
八
方�

〈
巻
二
・
二
二
四
〉

隠
口
乃　
　

泊
瀬
越
女
我　
　

手
二
纒
在　

玉
者
乱
而　
　

有あ
り
と
い
は
ず
や
も

不
レ
言
八
方�

〈
巻
四
・
四
二
四
〉

　

二
二
四
番
は
『
校
本
萬
葉
集
』（
26
） 

に
よ
る
と
古
訓
で
は
「
い
は
さ
ら
め

や
も
」
と
活
用
語
の
已
然
形
に
接
続
す
る
「
ヤ
モ
」
と
し
て
訓
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
恐
ら
く
音
数
の
関
係
か
ら
と
ら
れ
て
い
な
い
。
今
日
の
訓

み
に
従
う
と
す
れ
ば
、
活
用
語
の
終
止
形
に
「
ヤ
モ
」
が
接
続
し
て
い
る

形
は
二
例
に
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
文
末
に
助
詞
「
ヤ
モ
」
が
用

い
ら
れ
る
場
合
、
多
く
は
活
用
語
の
已
然
形
に
接
続
す
る
が
、
一
部
は
活

用
語
の
終
止
形
に
接
続
す
る
用
法
も
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

一
方
、
平
安
時
代
の
「
ヤ
モ
」
に
つ
い
て
松
村
明
氏（
27
） 

は
「
奈
良
時
代

に
用
い
ら
れ
、
平
安
時
代
以
降
に
は
「
や
は
」
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
。
以

後
「
や
も
」
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、

奈
良
時
代
以
降
に
お
い
て
助
詞
「
ヤ
モ
」
の
用
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る

が
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
見
え
る
。（
漢
数
字
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の

歌
番
号
を
示
す
）

	
①　

�

種
し
あ
れ
ば
岩
に
も
松
は
生
ひ
に
け
り
恋
を
し
恋
ひ
ば
逢
は
ざ
ら

め
や
も
4

4�

（『
古
今
集
』（
28
）・
五
一
二
）

	

②　

�
山
し
な
の
お
と
は
の
滝
の
お
と
に
の
み
人
の
し
る
べ
く
わ
が
こ
ひ

め
や
も
4

4�

（『
古
今
集
』（
29
）・
一
一
〇
九
）

四
二



	
③　

�

小
夜
更
け
て
何
か
戀
し
き
長
閑
に
て
年
へ
ば
し
る
し
あ
ら
ざ
ら
め

や
も
4

4�

（『
曽
禰
好
忠
集
』（
30
）・
五
六
六
）

	

④　

�
か
ぎ
り
あ
れ
ば
阿
鼻
の
ほ
の
ほ
の
中
に
て
も
わ
が
恋
ば
か
り
こ
が

る
ら
ん
や
も
4

4�

（『
出
観
集
』（
31
）・
六
八
七
）

	

⑤　

�

大
君
の
勅
を
か
し
こ
み
ち
ち
わ
く
に
心
は
わ
く
と
も
人
に
い
は
め

や
も
4

4�

（『
金
塊
和
歌
集
』（
32
）・
六
七
九
）

	

⑥　

�

山
は
さ
け
海
は
あ
せ
な
む
世
な
り
と
も
君
に
ふ
た
心
わ
が
あ
ら
め

や
も
4

4�

（『
金
塊
和
歌
集
』・
六
八
〇
）

　

以
上
、
確
か
に
助
詞
「
ヤ
モ
」
の
用
例
は
、
奈
良
時
代
以
降
極
め
て
少

な
く
な
る
が
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

当
該
木
簡
は
、「
ア
サ
ム
ク
」
の
未
然
形
に
助
動
詞
「
ム
」
の
終
止
形

さ
ら
に
助
詞
「
ヤ
（
モ
）」
が
接
続
し
て
、「
ア
サ
ム
カ
ム
ヤ
モ
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
形
は
、
平
安
時
代
以
降
に
あ
っ
て
は
極
め
て
少
な
い
が

『
出
観
集
』
の
例
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
形
で
あ
る
。

五
、「
移
」
の
字
に
つ
い
て

　

当
該
木
簡
の
ヤ
の
音
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
移
」
で
あ
る�

が（
33
） 

こ
の
文
字
は
、
平
安
時
代
で
は
神
名
や
神
社
名
の
表
記
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。
八
一
五
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
撰
姓
氏
録
』（
34
）（
移
受
牟
受

比
命
・
神
志
波
移
命
）
や
醍
醐
天
皇
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜

式
』（
35
）（
巻
十
・
神
祇
十
・
伊
牟
移
神
社
・
波
尓
移
麻
比

神
社
）
な
ど

で
あ
る
。
従
っ
て
、
平
安
時
代
に
こ
の
「
移
」
を
ヤ
の
文
字
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
は
固
有
名
詞
に
限
ら
れ
て
お
り
、
極
め
て
特
殊
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
現
存
す
る
文
献
で
、
ヤ
の
音
に
「
移
」
が
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
古
く
は
、
推
古
朝
遺
文
（
天
寿
国
繡
帳
銘
・
等
巳
弥
居
加
斯

支
移
比
弥
）・『
日
本
書
紀
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
百
済
本
記
』（
36
）（
弥

移
居
国
）
更
に
、『
正
倉
院
文
書
』（
37
）（
大
宝
戸
籍
御
野
国
・
弥
移
売
）・

『
万
葉
集
』（
許
等
騰
波
奴　

紀
尓
茂
安
理
等
毛　

和
何
世
古
我　

多
那
礼

乃
美
巨
騰　

都
地
尓
意
加
米
移
母　

巻
五
・
八
一
二
）・『
住
吉
大
社
神
代

記
』（
38
）（
伊
瀬
玉
移
比
古
女
乃
命
）
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
木
簡

が
平
安
時
代
の
も
の
と
す
れ
ば
、
古
い
音
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
、『
百
済
本
記
』
に
こ
の

「
移
」
は
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
符
合
す
る
よ
う
に
、
当
該
木
簡

が
出
土
し
た
北
大
津
遺
跡
周
辺
で
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
か
ら
渡
来
文
化

と
の
強
い
関
わ
り
を
示
す
遺
構
の
存
在（
39
） 

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

�

（
周
辺
遺
構
分
布
図
参
照
）

四
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六
世
紀
中
頃
か
ら
、
11.
穴
太
野
添
古
墳
群　

27.
百
穴
古
墳
群
で
は
、
古

墳
の
横
穴
式
石
室
は
遺
体
を
安
置
す
る
玄
室
の
四
方
の
壁
を
、
下
か
ら
二

～
三
段
目
の
石
材
か
ら
少
し
ず
つ
前
へ
迫
り
出
す
よ
う
に
積
み
上
げ
、
最

終
的
に
ド
ー
ム
状
の
天
井
を
形
づ
く
り
、
一
な
い
し
二
個
の
巨
大
な
石
材

で
天
井
に
蓋
を
す
る
と
い
う
形
態
を
有
し
て
い
る
。
更
に
、
30.
太
鼓
塚
遺

跡
で
は
、
ド
ー
ム
状
の
横
穴
式
石
室
に
カ
マ
ド
や
カ
マ
な
ど
の
炊
飯
具
を

ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
製
作
し
た
土
器
類
を
副
葬
品
と
し
て
埋
葬
し
て
い
る
。
14.

穴
太
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
六
世
紀
中
頃
か
ら
七
世
紀
前
半
の
集
落
跡
は
、
周
囲
に
土
壁
を
も
っ

た
建
物
（
大
壁
造
り
建
物
）
や
礎
石
を
も
つ
建
物
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
や

中
国
東
北
部
で
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
暖
房
施
設
の
オ
ン
ド
ル
遺
構
が
発

掘
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
に
報
告（
40
） 

さ
れ
た
39.
南
滋
賀
遺
跡
は

弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
が
、
大
壁
造
り

建
物
遺
構
や
移
動
式
カ
マ
ド
が
出
土
し
て
い
る
。

　

大
津
市
の
坂
本
か
ら
錦
織
に
か
け
て
、
六
世
紀
中
頃
か
ら
七
世
紀
中
頃

の
日
本
で
は
珍
し
い
大
壁
造
り
建
物
や
礎
石
建
物
、
更
に
、
オ
ン
ド
ル
に

よ
る
暖
房
施
設
等
の
生
活
様
式
を
有
し
、
ド
ー
ム
状
の
横
穴
式
石
室
と
副

葬
品
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
炊
飯
具
か
ら
う
か
が
え
る
埋
葬
の
風
習
等
か
ら
韓
半

島
か
ら
の
渡
来
人
た
ち
が
多
数
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
当
該
木
簡
が
出
土
し
た
地
域
は
、
韓
半
島
か
ら
の
渡
来
人
と

の
関
わ
り
が
深
い
土
地
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、『
日
本
書
紀
』
に
引
用

さ
れ
て
い
る
『
百
済
本
記
』
に
「
移
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
偶
然

の
一
致
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
北
大
津
遺
跡
周
辺
地
域
で
は

「
移
」
を
「
ヤ
」
の
文
字
と
し
て
使
用
す
る
人
々
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。

言
わ
ば
、
地
域
文
字
と
い
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

（
付
記
）
同
時
出
土
遺
物
の
年
代
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
発
掘
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
中
西
常
雄
氏
か
ら
詳
し
い
調

査
状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
、
こ
の
調
査
を
担
当
し
て
い
た
滋

賀
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
木
簡
の
取
り
上
げ
方
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
出
土
状
況
図
が
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
土
位

置
及
び
、
溝
内
の
層
位
が
追
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
出
土
し

た
多
数
の
須
恵
器
の
中
か
ら
、
調
査
担
当
者
が
、
須
恵
器
の
蓋
に
つ
ま
み

を
有
す
る
も
の
（
近
江
大
津
宮
関
連
遺
跡（
41
） 

と
し
て
）
を
意
図
的
に
抽

出
し
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
須
恵
器
の
実
測
図
は
図
二

（
昭
和
四
十
八
年
調
査
区
出
土
須
恵
器
資
料
）
に
示
し
た
が
、
そ
う
し
た

四
四



意
図
に
よ
る
抽
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
は
、
図
表
の
う
ち
№
14
　

・
27
　

は
八
世
紀
初
頭
の
須
恵
器
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る（
42
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
該
木
簡
が
出
土
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
１
の
出
土
遺
物
に
つ

い
て
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
・
稲
垣

正
宏
氏
の
協
力
を
得
て
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
収
蔵
庫
及
び
安
土
城
考
古

博
物
館
に
熟
覧
・
実
測
に
出
か
け
た
。
し
か
し
、
実
測
図
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
須
恵
器
の
一
部
し
か
保
管
さ
れ
て
お
ら
ず
、
再
検
証
す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
木
簡
の
出
土
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
１
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
遺
物
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
括
資
料（
43
　

） 

と
し
て
の
価
値

が
非
常
に
低
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

木
簡
・
出
土
遺
物
の
調
査
に
は
、
中
西
常
雄
氏
を
は
じ
め
滋
賀
県
教
育

委
員
会
・
大
津
市
教
育
委
員
会
・
野
洲
市
教
育
委
員
会
・
大
阪
市
教
育
委

員
会
の
皆
様
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

以
上
、
国
語
学
的
観
点
か
ら
も
考
古
学
観
点
か
ら
も
北
大
津
音
義
木
簡

の
成
立
年
代
を
近
江
大
津
宮
時
代
の
も
の
と
限
定
す
る
の
は
確
実
性
が
低

い
と
考
え
る
。

四
五



四
六

図 1　周辺遺跡分布図　南滋賀遺跡発掘調査報告書Ⅲ（大津市教育委員会）



四
七

図 2　昭和 48 年度調査区出土須恵器資料
142　北大津遺跡出土の須恵器資料 ― 昭和 48 年度の調査より

「滋賀文化財だより№ 111」



四
八

北大津遺跡出土木簡赤外線写真　滋賀県教育委員会所蔵



〈
注
〉

（
1�

）	
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ

－

1
と
呼
ば
れ
る
溝
か
ら
出
土
し
、
長
さ
六
十

八
・
五
㎝
幅
七
・
四
㎝
の
ヒ
ノ
キ
材
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
実
見

で
は
、
劣
化
し
て
ほ
と
ん
ど
判
読
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

『
古
代
地
方
木
簡
の
世
紀
』（
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
・
平

成
二
十
年
七
月
）

（
2�

）	「
北
大
津
遺
跡
出
土
の
須
恵
器
資
料  ―

 

昭
和
四
十
八
年
度
の
調

査
よ
り  ―

」（
滋
賀
文
化
財
だ
よ
り
№
111
・
財
団
法
人
文
化
財
保

護
協
会
・
昭
和
六
十
一
年
六
月
）

（
3�

）	『
木
簡
黎
明  ―

 

飛
鳥
に
集
う
い
に
し
え
の
文
字
た
ち
』（
飛
鳥
資

料
館
・
図
録
第
五
十
三
冊
・
平
成
二
十
二
年
十
月
）

（
4�

）	『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
日
本
書
紀
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
十
二

年
）

（
5�

）	『
日
本
古
典
文
学
大
系　

日
本
霊
異
記
』
解
説
（
小
泉
道
氏
執

筆
）（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
十
二
年
）

（
6�

）	『
大
正
新
脩
大
蔵
經　

第
六
十
五
巻　

続
論
疏
部
三
№
二
二
六

〇
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
・
昭
和
四
年
）

（
7�

）	『
干
禄
字
書
』（
杉
本
つ
と
む
編
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
一
期
別

巻
1
』（
雄
山
閣
出
版
・
昭
和
五
十
年
）

（
8�

）	『
五
経
文
字
』（
杉
本
つ
と
む
編
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
一
期
別

巻
1
』（
雄
山
閣
出
版
・
昭
和
五
十
年
）

（
9�

）	

王
仁
㫬
著
『
唐
写
本
刊
謬
補
缺
切
韻
』（
廣
文
書
局
出
版
・
中
華

民
国
五
十
三
年
）

（
10�

）	

顧
野
王
著
『
大
廣
益
會
玉
篇
』（
中
華
書
局
出
版
・
一
九
八
七

年
）

（
11�

）	

太
田
辰
夫
編
『
唐
宋
俗
字
譜
』（
汲
古
書
院
・
昭
和
五
十
七
年
八

月
）

（
12�

）	『
宋
元
以
来
俗
字
譜
』（
杉
本
つ
と
む
編
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成

二
期
八
巻
』・
雄
山
閣
出
版
・
昭
和
五
十
年
）

（
13�

）	

正
宗
敦
夫
編
『
日
本
古
典
全
集　

龍
龕
手
鑑
』（
日
本
古
典
全
集

刊
行
會
・
昭
和
九
年
六
月
）

（
14�

）	

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
國
語
學
國
文
學
研
究
室
編
『
古
典
索
引
叢

刊
三　

新
撰
字
鏡
』（
全
國
書
房
・
昭
和
十
九
年
十
二
月
）

（
15�

）	

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』（
八
木
書
店
・
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
）

（
16�

）	『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄　

本
文
影
印
解
説
索
引
』（
勉
誠
出
版
・

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
）

四
九



（
17�

）	

京
都
大
學
文
學
部
國
語
學
國
文
學
研
究
室
編
「
国
語
・
国
文
」
別

刊
第
二
号
『
高
山
寺
本　

類
聚
名
義
抄
』（
臨
川
書
店
・
昭
和
四
十

一
年
四
月
）

（
18�

）	

財
団
法
人　

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
色
葉
字
類
抄
一　

三

巻
本
』（
八
木
書
店
・
平
成
十
一
年
一
月
）

（
19�

）	

小
林
芳
規
・
石
塚
晴
通
著
『
新
譯
華
嚴
經
音
義
私
記　

古
辞
書
音

義
集
成
第
一
巻
』（
汲
古
書
院
・
昭
和
五
十
三
年
）

（
20�

）	

築
島
裕
・
沼
本
克
明
著
『
大
般
若
經
音
義
中
巻　

古
辞
書
音
義
集

成
第
三
巻
』（
汲
古
書
院
・
平
成
五
十
三
年
）

（
21�

）	

築
島
裕
著
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義　

古
辞
書
音
義
集
成
第
十
二

巻
』（
汲
古
書
院
・
昭
和
五
十
六
年
）

（
22�

）	

小
林
芳
規
著
『
一
切
經
音
義　

古
辞
書
音
義
集
成
第
七

－

九
巻
』

（
汲
古
書
院
・
昭
和
五
十
五
年

－

五
十
六
年
）

（
23�

）	

築
島
裕
・
沼
本
克
明
著
『
大
般
若
經
字
抄　

古
辞
書
音
義
集
成
第

三
巻
』（
汲
古
書
院
・
昭
和
五
十
三
年
）

（
24�

）	

春
日
政
治
著
『
春
日
政
治
著
作
集　

西
大
寺
金
光
明
最
勝
王
経
古

点
の
国
語
学
的
研
究
』（
勉
誠
社
・
昭
和
六
十
年
）

（
25�

）	

佐
竹
昭
広
・
木
下
正
俊
・
小
島
憲
之
著
『
補
訂
版　

万
葉
集　

本

文
篇
』（
塙
書
房
・
平
成
十
年
）

（
26�

）	

佐
々
木
信
綱
編
『
校
本
萬
葉
集
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
五
十
四

年
）

（
27�

）	

松
村
明
編
『
日
本
文
法
大
辞
典
』（
明
治
書
院
・
昭
和
四
十
六

年
）

（
28�

）	

佐
伯
梅
友
編
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書

店
・
昭
和
三
十
三
年
）

（
29�

）	『
日
本
古
典
文
学
大
系　

古
今
和
歌
集
』（
高
松
宮
家
所
蔵
本
）
で

は
、「
逢
は
ざ
ら
め
や
も
」
で
あ
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻

勅
撰
集
編
』（
伊
達
家
旧
蔵
本
）
は
、「
あ
は
ざ
ら
め
や
は
」
で
あ
る
。

新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻
勅
撰
集

編
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
十
八
年
）

（
30�

）	『
群
書
類
從
』
に
よ
る
本
文
で
あ
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観　

第
三

巻
私
家
集
編
Ⅰ
』
で
は
「
あ
ら
ざ
ら
め
や
ぞ
」
で
あ
る
。
塙
保
己
一

編
『
群
書
類
従　

第
十
五
輯
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
昭
和
五
十

五
年
）、
新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観　

第
三

巻
私
家
集
編
Ⅰ
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
十
八
年
）

（
31�
）	『
出
観
集
』
は
、
覚
性
入
道
親
王
（
一
一
二
九
～
一
一
六
九
）
の

家
集
で
あ
る
。

新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観　

第
七
巻
私
家
集

五
〇



編
Ⅲ
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
十
八
年
）

（
32�
）	
新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観　

第
四
巻
私
家

集
編
Ⅱ
定
数
歌
編
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
十
八
年
）

（
33�

）	

大
野
透
著
『
萬
葉
假
名
の
研
究
』（
明
治
書
院
・
昭
和
三
十
七
年

九
月
）

（
34�

）	

田
中
卓
著
『
田
中
卓
著
作
集
九　

新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』（
国
書

刊
行
会
・
平
成
八
年
九
月
）

（
35�

）	

黒
板
勝
美
著
『
国
史
大
系　

第
二
十
六
巻　

延
喜
式
』（
吉
川
弘

文
館
・
昭
和
四
十
年
）

（
36�

）	

姜
斗
興
著
『
吏
読
と
万
葉
仮
名
の
研
究
』（
和
泉
書
院
・
昭
和
五

十
七
年
十
月
）

（
37�

）	

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』（
八
木

書
店
・
平
成
三
年
四
月
）

（
38�

）	『
住
吉
大
社
神
代
記
』（
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成　

二
十
六
巻
』・
三
一
書
房
・
昭
和
五
十
八
年
）

（
39�

）	『
大
津　

歴
史
と
文
化
』（
大
津
市
歴
史
博
物
館
・
平
成
十
六
年
）

（
40�

）	『
南
滋
賀
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
』
大
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
（
54
）（
大
津
市
教
育
委
員
会
・
平
成
二
十
三
年
三
月
）

（
41�

）	

近
江
大
津
宮
の
存
在
を
疑
う
論
文
が
あ
る
。
丸
山
竜
平
氏
「
近
江

大
津
宮
錦
織
遺
跡
の
諸
問
題
覚
書  ―

 

皇
子
山
を
守
る
民
衆
の
視
座

か
ら  ―

」（『
歴
史
に
お
け
る
政
治
と
民
衆
・
北
山
茂
夫
追
悼
日
本

史
学
論
集
』・
日
本
史
論
叢
会
・
昭
和
六
十
一
年
）

（
42�

）	

小
森
俊
寛
著
『
京
か
ら
出
土
す
る
土
器
の
編
年
的
研
究  ―

 

日
本

律
令
的
土
器
様
式
の
成
立
と
展
開　

七
世
紀

－

十
九
世
紀
』（
京
都

編
集
工
房
・
平
成
十
七
年
）

（
43�

）	

短
期
間
に
集
中
し
て
堆
積
し
た
資
料
。
具
体
例
と
し
て
、
信
楽
宮

の
宮
町
遺
跡
の
遺
構
出
土
資
料
。（
短
期
間
の
宮
で
あ
り
、
遷
都
し

た
後
、
水
田
に
戻
り
二
度
と
建
物
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。）

五
一




